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「土のう」を本設資材として使用するには品質管理（性能表示）を必要とする。そこで、現場で短時間で試験可能な動的

平板載荷試験（小型 FWD―Falling Weight Deflectometer―試験）による「土のう」の品質管理法を提案した 1）。提案し

た品質管理法では、動的平板載荷試験による変形係数 Ed を「土のう」の材料定数とする。本報告では、変形係数 Ed の測

定法を述べるとともに、変形係数 Ed を求めるための「土のう」自体の変形量の予測法を提案する。 
1. 動的平板載荷試験（小型 FWD 試験）による「土のう」の変形係数の測定法 
 試験に使用した動的平板載荷試験機（小型 FWD 試験機）を図-1 に示す。重錘の重さは 30kgf であり、載荷板の直径は

30cm である。試験では重錘を 50cm、75cm、100cm の 3 通りの高さから 5 回以上落下させて、荷重と変位を計測した。 図
-2 はある山砂（最大粒径 8mm、最小粒径 0.74mm）を中詰め材料とした「土のう」を固いコンクリート床上に積

み上げて行った動的平板載荷試験結果を示したものである。図 -2(a)に示す荷重強さ～変位関係の直線部分

の傾きを地盤反力係数Ｋといい、道路関係ではよく用いられている地盤の変形のしやすさを表すパラメー

ターである。図 -2(a)より、「土のう」の荷重強さ～変位関係はほぼ線形性を示すのが見られるが、同じ中

詰め材料で同じ締固め状態であるにも拘わらず、「土のう」 1 段、 2 段、 3 段で地盤反力係数Ｋは一定の値

を示さない。しかし、図 -2(b)に示すように荷重強さ～ひずみ関係の整理を行うと、ほぼ一本の線にのるこ

とがわかった。この直線の傾き（変形係数Ｅd と呼ぶ）は、「土のう」の中詰め材や締固めの程度によって

決まる値であるので、このＥd の値によって「土のう」の性能評価をするものとする。  
2. 「土のう」自体の変形量の予測法 
 実際の現場では地盤上に「土のう」を積み、その上から転圧して動的平板載荷試験を行うことが多い。動的平板載荷試験

を行う際に、「土のう」の下の地盤も沈下するので、測定した変形量は地盤の沈下量も含めたものである。変形係数Ｅd を

算出するためには、「土のう」自体の変形量を知る必要がある。そこで、図-3 に示す考え方に基づいた「土のう」自体の変

形量の予測法を提案する。すなわち、「土のう」自体の変形量 S＝測定した変形量 S1－地盤の沈下量 S0’。 地盤の沈下量

S0’は「土のう」を置く前の地盤上に直接動的平板載荷試験機を置いて測定した地盤の沈下量 S0 から「土のう」と平板の面

積比や剛性の違いなどを考慮して算出した。動的平板載荷試験機（小型ＦＷＤ試験機）が「土のう」や地盤と接している面

の面積は約 0.07m2（直径 30cm）で、「土のう」が地盤と接している面積は約 0.16m2（40cm×40cm の正方形）と、2 倍

以上の差がある。また、地盤上で動的平板載荷試験を行う場合は当然ながら地盤と接するのは剛体である鉄製の円板である
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図-1 動的平板載荷試験機 (小型

FWD 試験機) 

(a) 荷重強さ～変位関係  

(b) 荷重強さ～ひずみ関係  

図-2 山砂を中詰め材料とする「土のう」の動的

平板載荷試験結果 
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が、地盤の上に「土のう」を置いてその上で動的平板載荷試験を行う場合には、地盤と接しているのは柔な「土のう」であ

る。この 2 つのことを考慮して、式（１）のような弾性地盤の地表面沈下量 Sz の算定式による「土のう」を介する場合の

地盤の沈下量 S0’と地盤上に直接動的平板載荷試験機を置いた場合の地盤の沈下量 S0 の比は式（２）で概算することがで

きる。 
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ここに、p と B は等分布荷重と載荷幅のような載荷長さを表す代表値である。E とνはヤング率とポソン比で、Iρは等分

布荷重による沈下に対する影響値である。 
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図-４(a)、(b)は川砂と鉄鋼スラグ HMS-25（最大粒径 25mm、平均粒径 10mm）を中詰め材料とした「土のう」

自体の変形量の予測値（図-3 の方法による）と固いコンクリート床上に「土のう」を置いた場合の実測値

の比較を示したものである。これらの図より、2 種類の中詰め材料に対して「土のう」自体の変形量の予

測値と実測値がほぼ一致するのが見られる。よって、提案した「土のう」自体の変形量の予測法はほぼ妥

当と考えられる。なお、「土のう」自体の変形係数Ｅd を測定するには、できればコンクリート床のよう

な固い床の上に「土のう」を置いて、重錘の高さを変えた動的平板載荷試験を行うのが望ましい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-3 動的平板載荷試験による「土のう」自体の変形量の予測法の概念図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-４ 動的平板載荷試験による「土のう」の変形量の予測法の検証 
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「土のう」自体の変形量 S=測定した変形量 S1－地盤の沈下量 S0’ 

S0’=0.7・S0、（0.7 は面積比や剛性の違いなどによる修正係数である）
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